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【地域福祉計画調査票】（案）
平素は市政全般につきまして、ご協力、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
このたび、浜田市では地域福祉に関する計画の見直しを行うこととしております。
このアンケートは、市民の皆様の住んでいる地域の助け合い・支え合いの状況や、まちづくりに関するご意見についてお聞きし、今後の計画づくりの参考にさせていただくためのものです。
このアンケートには名前を書く必要はなく、結果の集計はすべて数字で統計的に処理されますので、回答していただいた皆様にご迷惑をおかけすることはありません。
皆様におかれましては大変お忙しいなか誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、よろしくお願い申しあげます。

平成２９年８月

浜田市長　久保田　章市



問１　あなたの性別は。

１．男性　　　　　　　　　　　　２．女性

問２　あなたの年齢は。（平成２９年８月１日現在）


（　　　　　　　）歳

問３　あなたのお住まいの地区は。（１つだけ○）

	
	地区

	浜田自治区
	１．浜田地区　　　　　２．石見地区　　　　　３．熱田・長浜地区

４．周布地区　　　　　５．美川地区　　　　　６．大麻地区

７．国府地区

	金城自治区
	８．雲城地区　　　　　９．今福地区　　　　　10．波佐地区

11．小国地区　　　　　12．久佐地区　　　　　13．美又地区

	旭自治区
	14．今市地区　　　　　15．木田地区　　　　　16．和田地区

17．都川地区　　　　　18．市木地区

	弥栄自治区
	19．杵束地区　　　　　20．安城地区

	三隅自治区
	21．三隅地区　　　　　22．三保地区　　　　　23．岡見地区
24．井野地区　　　　　25．黒沢地区　　　　　26．白砂地区


問４　あなたの現在の職業は。（主なものを１つだけ○）

１．会社員　　　　　　　　　２．公務員　　　　　　　　　３．パート・アルバイト

４．自営業　　　　　　　　　５．農林水産業　　　　　　　６．団体職員等

７．家事従事者　　　　　　　８．学生　　　　　　　　　　９．無職

10．その他（　　　　　　　　　　　　　）

問５　あなたの世帯構成はどれに該当しますか。（１つだけ○）

１．ひとり暮らし　　　　　　２．夫婦のみ　　　　　　　　３．親と子の２世代世帯

４．親と子と孫の３世代世帯　５．その他（　　　　　　　　　　　　　）

問６　浜田市に住んで通算（市外に住んでいた期間は除く）で何年になりますか。（旧浜田市・旧金城町・旧旭町・旧弥栄村・旧三隅町としての期間を含みます。）（１つだけ○）

１．１年未満　　　　　　　　２．１～５年未満　　　　　　３．５～10年未満

４．10～20年未満　　　　　　５．20年以上

問７　あなたは健康ですか。（１つだけ○）

１．健康　　　　　　　　　　２．ふつう　　　　　　　　　３．健康でない
問８　あなたの現在の生活は経済的に余裕がありますか。（１つだけ○）

１．余裕がある　　　　　　　２．ふつう　　　　　　　　　３．余裕がない

問９　ご家族との関係は良好ですか。（１つだけ○）

１．良好　　　　　　　　　　２．ふつう　　　　　　　　　３．良好でない

問10　いざという時、お住まいの地域に頼れる人はいますか。（１つだけ○）

１．いる　　　　　　　　　　２．あまりいない　　　　　　３．まったくいない

問11　あなたは家庭や職場、地域のなかで活躍する場所がありますか。（１つだけ○）

１．ある　　　　　　　　　　２．あまりない　　　　　　　３．まったくない

問12　あなたは現在、生きがいにしているものがありますか。（１つだけ○）

１．ある　　　　　　　　　　２．あまりない　　　　　　　３．まったくない

問13　現在の生活についての満足度を教えてください。（１つだけ○）

１．満足している　　　　　　２．おおむね満足している　　３．ふつう

４．あまり満足していない　　５．不満である

問14　あなたが生活の満足度を実感するには、どんなことが必要ですか。（〇は２つまで）

１．自分自身が健康であること

２．経済的に余裕があること

３．家族や友人などとの人間関係が良好なこと

４．災害や犯罪の被害に遭うことがなく、安心・安全であること

５．近所づきあいが良好であること

６．家庭や職場、地域で活躍する場所があること

７．生きがいを持っていること

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問15　あなたにとって住民が助け合うべき「地域」とはどの範囲のことをいいますか。（１つだけ○）
１．隣近所　　　　　　　　　２．町内会（集落・行政区）　３．小学校区
４．中学校区　　　　　　　　５．自治区　　　　　　　　　６．その他（　　　　　　　）


　※　町内会（集落・行政区）・・・（例）金城町下来原上組、旭町今市新町、弥栄町長安本郷寺組、三隅町折居今浦　など。
問16　あなたは、ふだん近所の方とどの程度のお付き合いをされていますか。（１つだけ○）

１．家族ぐるみで親交を持ち、時々家を行き来する

２．玄関先での簡単な頼み事や、常備品がなくなった時には貸し借りをしている

３．外で会うと世間話や情報交換など、よく立ち話をする程度の付き合い

４．顔をあわせれば、あいさつをする

５．顔は知っているが、声をかけたことがない

６．ほとんど顔も知らない

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問17　あなたは地域の行事や活動などに参加していますか。（１つだけ○）

１．している　　　　　　　　２．あまりしていない　　　　３．まったくしていない

問18　あなたの住んでいる地域は、お互いに助け合っていると思いますか。（１つだけ○）

１．そう思う　　　２．あまりそう思わない　　３．そう思わない　　４．わからない

問19　今お住まいの地域に対して、どのように感じておられますか。（１つだけ○）

１．愛着を感じている　　　　　　　　　　　２．あまり愛着を感じていない

３．愛着を感じていない　　　　　　　　　　４．わからない

問20　問19で「１．愛着を感じている」と回答された方にお聞きします。お住まいの地域に愛着を感じているのはどういうことからですか。（○はいくつでも）

１．長い間住み続けて、なじみがあるから　　２．地域の人と親しくしているから

３．親、兄弟、親類がいるから　　　　　　　４．地域の行事や活動が楽しいから

５．静けさや緑が多いなど環境が良いから　　６．治安が良く、安心して住めるから

７．福祉サービスなどが充実しているから　　８．その他（　　　　　　　　　　）

問21　あなたは、これからも現在住んでいるところに住み続けたいと思いますか。（１つだけ○）

１．住み続けたい　　　　　　２．住み続けたくない　　　　３．どちらともいえない

問22　問21で「１．住み続けたい」と回答された方にお聞きします。
これからも現在住んでいるところに住み続けたい理由は何ですか。（〇は３つまで）

１．自分の土地や家があるから

２．家族や親戚がいるから

３．親しい仲間・友人・ご近所がいるから

４．買い物や交通の便が良いから

５．仕事の都合があるから（例．会社が地域にあるから）

６．長年住み慣れた地域だから

７．気候・風土・自然等が気に入っているから

８．地域のしきたり・慣習・文化等になじんでいるから

９．福祉・医療等のサービスが整っているから

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問23　問21で「２．住み続けたくない」と回答された方にお聞きします。
現在住んでいるところに住み続けたくない理由は何ですか。（○は３つまで）

１．自分の土地や家がないから

２．家族や親戚が地域にいないから
３．特に親しい仲間・友人・ご近所がいないから
４．買い物や交通の便が良くないから
５．仕事の都合があるから（例．異動・転勤など）
６．住み慣れない土地だから

７．気候・風土・自然等が気に入らないから

８．地域のしきたり・慣習・文化等になじめないから
９．福祉・医療等のサービスが整っていないから

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問24　あなたは何か困ったことや心配ごとが生じたときに、お住まいの地域で、すぐに相談できる方がいますか。（１つだけ○）

１．いる　　　　　　　　　　　　　　　　　２．あまりいない
３．家族以外いない　　　　　　　　　　　　４．まったくいない

問25　あなたは何か困ったことや心配ごとが生じたときに、だれに相談しますか。（○はいくつでも）
１．家族、親戚　　　　　　　　　　　　　　２．隣近所の住民

３．知人、友人、同僚　　　　　　　　　　　４．民生児童委員

５．自治会等の地域の委員　　　　　　　　　６．行政

７．福祉、医療サービスのスタッフ　　　　　８．ＮＰＯ法人やボランティア団体

９．サークル活動や趣味が同じ人　　　　　　10．宗教団体

11．高齢者クラブや子育てサークルの仲間　　12．その他（　　　　　　　　　　）
13．相談できる人がまったくいない

問26　各地域では、だれもが安心して暮らすことのできる地域社会づくりをめざして「民生児童委員」がさまざまな活動を行っています。あなたは民生児童委員の活動や役割を知っていますか。（１つだけ○）

１．知っている

２．少しは知っている

３．名前は聞いたことがあるが、何をしているかあまり知らない

４．知らない


　※　民生児童委員　・・・各地区に配置された民生委員は、担当地域を中心に、暮らしで困っている方や、さまざまな悩みを持っている方の相談に応じたり、福祉・保健のサービスを利用したい方と行政との橋渡しをしています。また、子どもの不登校や育児などの相談に応じる児童委員も兼ねています。
問27　あなたは、医療機関へ行くための交通手段として、主にどのようなものを利用していますか。（１つだけ○）

１．自家用車（自分で運転）　２．路線バス　　　　　　　　３．タクシー

４．デマンドタクシー　　　　５．家族の車　　　　　　　　６．徒歩

７．自転車（電動を含む）　　８．バイク　　　　　　　　　９．その他（　　　　　　　）

問28　将来あなたが車を運転できなくなった場合（運転免許のない方も含む）、日常生活に必要な外出時の交通手段はどれを利用したいですか。（２つに○）
１．路線バス　　　　　　　　２．タクシー　　　　　　　　３．デマンドタクシー

４．家族の車　　　　　　　　５．徒歩　　　　　　　　　　６．自転車（電動を含む）

７．バイク　　　　　　　　　８．その他（　　　　　　　）


問29　あなたは高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉等、「福祉」に関心をお持ちですか。（１つだけ○）
１．関心がある　　２．あまり関心がない　　　３．関心がない　　　４．わからない

問30　あなたは、保健・福祉に関する情報をどの程度入手できていますか。（１つだけ○）

１．入ってくる　　　　　　　　　　　　　　２．あまり入ってこない
３．入ってこない　　　　　　　　　　　　　４．わからない

問31　あなたは、保健・福祉に関する情報を主にどこから（どのようにして）入手していますか。（○はいくつでも）

１．市役所の窓口や広報紙　　　　　　　　　２．社会福祉協議会の窓口や広報紙
３．保健師　　　　　　　　　　　　　　　　４．医療機関の医師・看護師

５．民生児童委員　　　　　　　　　　　　　６．ボランティア

７．ケアマネジャー　　　　　　　　　　　　８．近所・知り合い

９．町内会の回覧板　　　　　　　　　　　　10．新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

11．インターネット（パソコン）　　　　　　12．インターネット（携帯電話）

13．保育所・幼稚園・学校　　　　　　　　　14．地域包括支援センター

15．介護保険サービス事業所　　　　　　　　16．障害者地域自立支援協議会

17．障害福祉サービス事業所　　　　　　　　18．その他（　　　　　　　　　　）

19．どこから得たらよいのかわからない　　　20．情報を得る必要がない

問32　困っている人を見かけたとき（高齢者や障がいのある人が階段や段差で困っているときなど）、手助けをしていますか。（１つだけ○）

１．積極的に実行している

２．求められて手助けをしたことがある

３．特に何もしない

問33　地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行い、いきいきとした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に「企画・運営（お世話役）」又は「参加者」として参加してみたいと思いますか（○は１つ）
１．是非参加したい　　　　　２．参加してもよい　　　　　３．参加したくない
問34　あなたのご近所で高齢者や障がいのある人、子育てなどで困っている世帯に対する支援について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ○）

１．できる範囲で支援したい

２．支援したいが、何をすればよいかわからない

３．支援したいが、自分のことで精一杯でその余裕がない

４．福祉サービスを利用すればよい

５．余計なお世話になるので、支援はしない

６．よくわからない

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問35　あなたは、今までボランティア活動に参加したことがありますか。（１つだけ○）

１．現在参加している

２．以前に参加したことがあるが、現在はしていない

３．参加したことがない


　※　ボランティア活動　・・・自発的、無償、地域貢献につながる活動（個人・団体問わず）のことです。　　　例）地域の清掃活動、近所の高齢者などの送迎など
問36　問35で「２．以前に参加したことがあるが、現在はしていない」、「３．参加したことがない」と回答された方にお聞きします。活動が難しい原因は何だと考えますか。（１つだけ○）
１．仕事が忙しくて時間がとれない　　　　　２．きっかけがない

３．ひとりでは活動したくない　　　　　　　４．関心がない

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問37　ボランティア活動のあり方について、あなたの考えがもっとも近いものを選んでください。（１つだけ○）
１．すべてを無償で行うほうがよい

２．交通費程度は、支給されるほうがよい

３．交通費とお弁当程度は、支給されるほうがよい

４．交通費などに加えて、ある程度の報酬が支給されるほうがよい

問38　あなたは、地域でおきるさまざまな生活の困りごとについて、住民相互の自主的な支え合い、助け合いの関係が必要だと思いますか。（１つだけ○）

１．必要だと思う　　　　　　２．必要だと思わない　　　　３．わからない

問39　問38で「１．必要だと思う」と回答された方にお聞きします。地域の人たちが特に取り組んでいくことが必要な課題はどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも）

１．ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯への支援

２．障がいのある人への支援

３．子育てで悩んでいる家庭への支援
４．健康づくりへの支援

５．青少年の健全育成への支援

６．災害時の助け合い

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．特にない

問40　問38で「２．必要だと思わない」と回答された方にお聞きします。地域住民相互の協力が必要だと思わない理由は何ですか。（１つだけ○）

１．地域社会の課題は、行政が全面的に対応すべきだから

２．他人とのかかわりを持たなくても生活できるから

３．個々の生活は一人ひとりの責任、自覚の問題だから

４．住民相互の協力関係に基づく活動に期待していないから

５．友人・知人との結びつきがあれば十分だから

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．わからない

問41　あなたが「手助けをしてほしい」と思うことがありますか。（○はいくつでも）

１．話し相手になったり、相談ごとの相手になってほしい
２．買い物や近くまでの外出などに付き添ったり、手伝ってほしい

３．買い物や病院への通院などの移動の手助けをしてほしい

４．買い物や簡単な用事（手紙の投函、荷物の受け取りなど）を代わりにしてほしい
５．子どもを預かったり、外遊びの見守りなどをしてほしい

６．ひとり暮らしや日中に家の人が留守になる高齢者の見守りなどをしてほしい

７．食事づくりや掃除、洗濯などを手伝ってほしい

８．ゴミ出しなどを手伝ってほしい

９．電球の取り替えや家具の移動、庭の草刈りなどを手伝ってほしい

10．病気などの緊急時に看病や医者を呼ぶなどの手助けをしてほしい

11．手助けしてほしいと思うことはない

12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問42　あなたが「手助けができる」と思うことがありますか。（○はいくつでも）
１．話し相手になったり、相談ごとの相手になれる
２．買い物や近くまでの外出などに付き添ったり、手伝える

３．買い物や病院への通院などの移動の手助けができる

４．買い物や簡単な用事（手紙の投函、荷物の受け取りなど）を代わりになれる
５．子どもを預かったり、外遊びの見守りなどができる

６．ひとり暮らしや日中に家の人が留守になる高齢者の見守りなどができる

７．食事づくりや掃除、洗濯などを手伝える

８．ゴミ出しなどを手伝える

９．電球の取り替えや家具の移動、庭の草刈りなどを手伝える

10．病気などの緊急時に看病や医者を呼ぶなどの手助けができる

11．手助けできると思うことはない

12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問43　あなたが考える助け合い、支え合える「地域」についておたずねします。以下の分野ごとに、どの範囲で助け合い・支え合うのが一番良いと思いますか。（分野ごとに１つだけ選んで○）
	分　野
	家族・親族
	隣近所
	小学校区
	自治区
	市
	島根県
	その他

	高齢者

支援
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

（　　　 ）

	障がい者

支援
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

（　　　 ）

	子育て

支援
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

（　　　 ）

	防犯
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

（　　　 ）

	防災
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

（　　　 ）


問44　あなたは防災に対する日頃からの取り組みや、災害などの緊急時の対応について、どのようにお考えですか。（項目ごとに１つだけ選んで○）

	項　　　目
	はい
	いいえ
	わからない

	①災害時の避難場所について知っていますか
	１
	２
	

	②日頃から地域の防災訓練に参加していますか
	１
	２
	

	③地域の自主防災組織があったら入りますか
	１
	２
	３

	④災害などの緊急時に、避難所への誘導などの手助けが必要ですか
	１
	２
	３

	⑤地域において災害時に支援を必要とする人がいることを知っていますか
	１
	２
	


問45　災害時における助け合いを行ううえで、どのようなことが重要だと思いますか。
（○は３つまで）
１．日頃からのあいさつ、声かけや付き合い　２．地域の要援護者の把握

３．要援護者に対する情報伝達体制の構築　　４．地域における援助体制の構築

５．災害ボランティアの育成　　　　　　　　６．日頃の避難訓練

７．その他（　　　　　　　　　　）

問46　あなたは、地震や台風などの災害について情報を得たり、助けを呼ぶときには何が必要と思いますか。（あてはまるものすべてに○）

１．携帯電話に災害情報を送ってほしい

２．防災行政無線で知らせてほしい

３．市役所職員や消防団員が呼びかけに来てほしい

４．民生児童委員が呼びかけに来てほしい

５．近所の人々に助けてもらいたい

６．避難する場所を事前に教えておいてほしい

７．困ることはない

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問47　介護保険や障がい福祉サービスなどの公的な支援のあり方について、あなたの考え方にもっとも近いものを選んでください。（１つだけ○）

１．必要とする人は、自分でもっと努力するべきであり、援助の必要はないと思う
２．国・県や市町村の責任で行うべきであると思う
３．昔から親、兄弟、親戚が互いに助け合う考え方があるのだから、親族が面倒をみればよいと思う

４．行政と地域住民が協力し合いながら行われるべきであると思う

５．わからない

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問48　経済面で生活に困ったとき、誰に（どこに）相談しようと思いますか。（○は３つまで）
１．親族　　　　　　　　　　　　　　　　　２．隣近所の人・知人

３．市の相談窓口　　　　　　　　　　　　　４．社会福祉協議会

５．民生委員・児童委員　　　　　　　　　　６．公共職業安定所（ハローワーク）

７．その他（　　　　　　　　　　）　　　　８．特にいない

９．相談しようと思わない

問49　経済面で生活に困っている人のサポートのために、特に必要と思うことは次のうちどれですか。（○は３つまで）
１．生活困窮に関する相談体制　　　　　　　２．就労に向けた訓練や就労体験の充実

３．家計管理の改善に向けた支援　　　　　　４．生活習慣の改善に向けた指導

５．家がない人へ一時的な宿泊先の提供　　　６．衣・食がない人へ一時的な食事等の提供

７．自立に向けた一時的な貸付の実施　　　　８．生活困窮家庭の子どもへの進学・学習支援

９．住民同士で相談ができる環境づくり　　　10．地域活動に携わる人の育成

11．地域の活性化　　　　　　　　　　　　　12．その他（　　　　　　　　　　）

13．特にない
問50　地域における支え合い、助け合いを推進するために、今後、何が必要だと思いますか。（○は３つまで）

１．地域住民一人ひとりが相互に助け合っていく意識を高めていくように啓発すること

２．身近な場所に相談窓口をつくること

３．地域ごとに市民が気軽に集まり、利用できる場所をつくること

４．地域での福祉活動の活動費や運営費に対して資金を助成すること

５．地域福祉活動を推進する地域リーダーなどを育成すること

６．ボランティア、ＮＰＯなどの活動を盛んにすること

７．学校教育や社会教育で、助け合いの意識を高める教育を充実すること

８．高齢者、障がいのある人、児童の福祉施設の整備を充実すること

９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問51　「地域の支え合い」について、普段思ったことや感じたことがあれば、ご自由にお書きください。
	

	

	

	

	

	

	

	


アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

まちづくりについての


アンケート調査 ご協カのお願い











～ご記入にあたってのお願い～








○　回答は、あて名のご本人が記入してください。難しい場合は、代理の方がご本人の意向に沿って記入してください。


○　回答は、あてはまる番号を選び、その番号に○を付けるか、または、数字をご記入ください。○を付ける数は、質問の（　　　）の指示に従ってください。


○　答えがどれにもあてはまらない場合は、もっとも近いものを選んでください。


○　回答のなかで、「その他」に○を付けた場合は、（　　　）のなかに具体的な内容をご記入ください。


○　アンケート回答後は、同封の返信用封筒（切手不要）をご利用のうえ、





平成29年●月●●日（●）までに


ご返送していただきますようお願いします。





※このアンケートに関するお問い合わせについては、次のところまでお願いします。


浜田市地域福祉課　地域福祉係　　　　　　電話（直通）２５－９３００








はじめにあなたご自身のことについておたずねします





あなたのお住まいの地域についておたずねします





地域における助け合い、支え合いについておたずねします
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